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木崎湖畔での野鳥の観察

親
子
探
鳥
会

｢
冬
鳥
の
観
察
会
｣
事
業
報
告

文
･
写
真
　
市
立
大
町
山
岳
博
物
館

平
成
十
八
年
十
二
月
十
七
日
､
季
節
は
ず
れ
の
雨
が
上
が
り
､
次
第
に

天
候
が
回
復
し
た
も
の
の
､
北
風
が
強
く
体
感
温
度
は
か
な
り
寒
く
感
じ

ち
れ
ま
し
た
｡

観
察
で
き
た
鳥
類
は
､
オ
オ
バ
､
÷
キ
ン
ク
ロ
ハ
ジ
ロ
･
マ
ガ
モ
･
カ

ワ
ア
イ
サ
･
ハ
ジ
ロ
カ
イ
ツ
ブ
リ
な
ど
一
九
種
で
し
た
｡
犀
川
な
ど
の
餌

付
け
さ
れ
て
個
体
数
が
多
い
鳥
と
違
い
､
人
の
気
配
が
す
る
と
逃
げ
て
い

-
自
然
(
野
生
)
　
の
姿
の
烏
を
見
る
難
し
さ
を
実
感
し
ま
し
た
｡

特
筆
す
べ
き
は
､
近
年
木
崎
湖
で
確
認
さ
れ
る
こ
と
が
増
え
て
き
た
カ

ン
ム
リ
カ
イ
ツ
ブ
リ
と
ハ
ジ
ロ
カ
イ
ツ
ブ
リ
の
違
い
を
､
じ
っ
く
り
と
観

察
で
き
た
こ
と
で
す
｡
ま
た
､
ア
イ
ガ
モ
が
野
生
の
カ
モ
類
と
一
緒
に
い

る
の
か
観
察
さ
れ
､
野
生
化
へ
の
不
安
や
､
豪
商
と
在
来
野
生
種
と
の
関

係
に
つ
い
て
考
え
る
機
会
が
得
ら
れ
ま
し
た
｡

今
年
は
大
人
よ
り
子
供
た
ち
の
参
加
が
多
く
み
ら
れ
､
こ
れ
が
定
着
で

き
れ
ば
､
と
主
催
者
と
し
て
期
待
を
持
ち
ま
し
た
｡
山
岳
博
物
館
友
の
会

こ
ど
も
探
検
ク
ラ
ブ
の
小
学
生
た
ち
は
､
観
察
会
の
前
日
ま
で
に
､
何
度

も
博
物
館
の
烏
の
剥
製
を
見
学
し
た
り
､
水
鳥
の
絵
や
特
徴
を
カ
ー
ド
に

善
く
な
ど
､
事
前
学
習
を
行
っ
た
た
め
､
似
た
よ
う
な
烏
を
識
別
す
る
の

に
役
立
っ
た
よ
う
で
す
｡
ま
た
､
ク
ラ
ブ
活
動
の
仲
間
同
士
で
参
加
し
た

中
学
生
は
､
自
分
で
フ
ィ
ー
ル
ド
ス
コ
ー
プ
を
使
っ
て
観
察
し
た
り
､
デ

ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
で
記
録
を
振
る
な
ど
積
極
的
に
活
動
し
て
い
ま
し
た
｡

こ
れ
ま
で
に
何
度
か
こ
の
観
察
会
に
参
加
さ
れ
て
い
る
方
か
ら
は
､
車

で
観
察
ポ
イ
ン
ト
を
効
率
よ
く
移
動
す
る
の
も
良
い
が
､
今
回
の
よ
う
に

ゆ
っ
く
り
と
湖
岸
を
散
策
す
る
の
も
楽
し
い
｡
木
崎
湖
畔
に
こ
の
よ
う
な

道
が
あ
る
こ
と
を
知
ら
な
か
っ
た
｡
仁
科
三
湖
な
ど
大
町
の
身
近
な
自
然

環
境
を
､
市
民
に
知
っ
て
も
ら
う
観
察
会
や
行
事
を
開
催
し
て
ほ
し
い
､

等
と
の
感
触
を
い
た
だ
き
ま
し
た
｡
ま
た
､
寒
い
野
外
で
の
観
察
会
は
少

し
っ
ち
い
と
い
う
方
が
い
る
一
方
､
寒
い
か
ら
と
い
っ
て
子
供
が
部
屋
の

中
で
丸
く
な
っ
て
い
る
ば
か
り
で
は
よ
-
な
い
の
で
､
冬
ち
し
い
季
節
の

楽
し
み
方
を
体
感
さ
せ
る
機
会
を
持
て
て
よ
か
っ
た
と
い
う
感
想
も
聞
こ

え
ま
し
た
｡

(
学
芸
員
･
清
水
博
文
)
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｢登山史見て歩き隊｣の探訪風景
毎回､探訪地域を変えて全5回開催した｡写真は第5回目の仁科三
湖編での様子

タ
ウ
ン
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
に
よ
る
教
育
普
及
活
動
の
事
例
(
報
告
)

-
山
博
お
も
し
ろ
ミ
ニ
ゼ
ミ
｢
大
町
市
内
の
山
岳
文
化
史
跡
探
訪
登
山
史
見
て
歩
き
隊
L
 
i

l
､
は
じ
め
に

市
立
大
町
山
岳
博
物
館
で
は
､
毎
週
末
ご
と
に
｢
川

棚
お
も
し
ろ
ミ
ニ
ゼ
ミ
｣
と
越
し
て
､
館
内
の
展
示

室
あ
る
い
は
野
外
の
現
地
を
会
場
に
し
た
小
規
模
の

蒲
焼
や
展
示
説
明
･
観
察
会
な
ど
を
平
成
十
回
年
三

〇
〇
二
)
　
か
ら
開
催
し
て
い
る
｡
具
体
的
な
困
容
と

し
て
は
､
北
ア
ル
プ
ス
の
高
向
か
ら
里
中
に
す
む
動

物
や
植
物
に
つ
い
て
､
あ
る
い
は
登
用
の
歴
史
や
山

麓
の
民
俗
な
ど
に
つ
い
て
､
館
長
は
じ
め
名
学
芸
員

が
担
当
分
野
ご
と
に
解
説
を
行
な
っ
て
い
る
｡

こ
う
し
た
ミ
ニ
ゼ
ミ
の
ひ
と
つ
と
し
て
､
昨
年

(
平
成
十
八
年
)
　
四
月
か
ら
八
月
ま
で
の
毎
月
一
回
､

大
町
市
内
に
残
る
登
山
史
な
ど
の
向
丘
…
文
化
史
に
か

か
わ
る
現
地
を
学
芸
員
と
一
緒
に
見
て
歩
-
｢
大
町

高
向
の
山
岳
文
化
史
跡
探
訪
登
用
史
見
て
歩
き
隊
｣

を
開
催
し
た
｡
毎
回
､
探
訪
地
域
を
か
え
て
全
五
回

開
催
し
､
小
･
申
写
生
以
下
九
人
を
含
む
一
三
名
(
延

べ
人
数
四
五
名
)
　
の
参
加
が
あ
っ
た
｡

全
五
回
終
了
後
に
は
､
鷺
山
史
見
て
歩
き
隊
に
よ

る
現
地
見
半
の
結
果
と
し
て
､
見
て
夢
い
た
両
店
文

化
史
跡
の
記
録
を
参
加
者
と
字
芸
員
が
一
緒
に
ま
と

め
､
館
肉
に
お
い
て
パ
ネ
ル
展
示
を
行
っ
て
来
館
者

に
紹
介
し
た
｡

こ
こ
で
は
､
登
山
史
見
て
歩
き
隊
の
企
画
趣
旨
や

実
施
囚
谷
な
ど
を
含
め
､
こ
う
し
た
い
わ
ゆ
る
　
｢
タ

ウ
ン
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
｣
　
に
よ
る
教
育
普
及
活
動
の
当

館
に
お
け
る
事
例
を
報
告
す
る
と
と
も
に
､
ま
ち
づ

-
り
　
(
地
域
づ
く
り
)
　
に
お
け
る
こ
う
し
た
活
動
の

可
能
性
や
今
後
の
課
題
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
｡

関

　

　

　

悟

　

志

2
､
タ
ウ
ン
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
と
は

タ
ウ
ン
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
と
は
､
両
民
主
淳
の
ま
ち

づ
く
り
に
関
す
る
活
動
の
ひ
と
つ
と
し
て
､
近
年
､

地
方
分
権
推
進
の
流
れ
と
と
も
に
各
地
で
展
開
さ
れ

て
い
る
も
の
で
､
｢
ま
ち
歩
き
｣
　
｢
路
上
観
察
｣
な
ど

と
も
い
わ
れ
る
｡
タ
ウ
ン
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
で
は
､
自

然
環
境
や
景
観
､
歴
史
･
文
化
､
民
家
･
商
店
や
人
､

公
共
施
設
･
交
通
機
関
･
通
信
設
備
･
上
下
水
道
･

運
気
･
ガ
ス
な
ど
の
社
会
的
経
済
･
生
産
幕
鰭
(
ィ

ン
フ
ラ
)
な
ど
､
ま
ち
(
あ
る
い
は
都
南
)
を
構
成

す
る
要
素
の
す
べ
て
が
対
象
と
な
る
｡
こ
う
し
た
要

素
の
ひ
と
つ
に
注
目
し
て
何
ち
か
の
目
的
を
持
っ
て
､

実
際
に
ま
ち
や
地
域
を
歩
き
､
自
ら
観
察
し
て
何
か

を
発
見
あ
る
い
は
再
発
見
し
､
独
白
の
視
古
で
分
析

を
し
て
み
る
こ
と
が
タ
ウ
ン
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
で
あ
り
､

こ
う
し
た
活
動
は
ま
ち
づ
-
り
に
お
い
て
重
要
で
あ

る
と
さ
れ
る
｡
(
※
-
)

タ
ウ
ン
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り

の
具
体
例
と
し
て
次
の
よ
う
な
も
の
が
挙
げ
ら
れ
る
｡

障
害
者
や
高
齢
者
な
ど
の
社
会
生
活
弱
者
を
対
象

に
し
た
都
市
機
能
や
社
会
生
活
環
境
に
お
け
る
物
理

的
･
精
袖
的
な
障
壁
を
取
り
除
-
た
め
の
施
策
･
行

為
な
ど
　
(
バ
リ
ア
フ
リ
ー
)
　
の
推
進
｡
文
化
･
言
語
､

老
若
男
女
と
い
っ
た
違
い
や
障
害
･
能
力
の
有
無
を

問
わ
ず
に
利
用
可
能
な
施
設
･
製
品
･
情
報
な
ど
の

設
計
(
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
)
の
推
進
｡
地
震
･

水
害
な
ど
自
然
災
吾
や
大
規
模
火
災
な
ど
の
災
害
を

未
然
に
防
ぐ
た
め
の
防
災
一
あ
る
い
は
減
災
)
施
策

の
ひ
と
つ
と
し
て
､
災
需
時
の
被
害
予
測
を
行
い
被

需
範
囲
を
地
図
化
し
た
も
の
　
(
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
)

の
作
成
｡
伝
統
的
な
街
並
み
や
新
た
な
都
市
閑
雅
に

よ
っ
て
統
一
さ
れ
た
設
計
･
意
匠
の
街
撮
み
､
あ
る

い
は
住
民
が
育
ん
で
き
た
住
環
境
や
自
然
と
一
体
と

な
っ
た
風
上
な
ど
を
含
め
､
人
の
千
が
加
わ
っ
た
景

色
(
景
観
)
が
特
色
と
な
っ
て
い
る
場
所
を
地
図
に

ま
と
め
た
も
の
　
(
景
観
マ
ッ
プ
)
　
の
作
成
｡
地
域
独

白
の
特
産
品
な
ど
を
あ
つ
か
う
飲
食
店
･
販
売
店
や

住
民
し
か
知
ら
な
い
穴
場
を
紹
介
し
た
観
光
客
向
け

の
地
図
(
ま
ち
歩
き
マ
ッ
プ
)
　
の
作
成
な
ど
｡

実
際
に
タ
ウ
ン
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
を
行
な
う
上
で
は
､

年
齢
･
性
別
･
職
業
な
ど
の
異
な
る
人
々
が
集
ま
り

複
数
で
行
動
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
さ
れ
る
｡
こ

れ
に
よ
っ
て
､
相
互
に
刺
激
し
合
う
と
と
も
に
､
同

じ
も
の
を
見
て
同
じ
よ
う
に
感
動
す
る
だ
け
で
は
な

-
　
異
な
る
視
点
か
ら
の
多
面
的
な
観
察
や
発
見
な

ど
が
可
能
に
な
る
｡
ま
た
､
案
内
役
が
同
行
す
る
こ

と
は
､
観
察
の
重
点
を
的
礎
に
お
さ
え
ら
れ
､
矯
時

間
で
成
果
も
上
が
る
と
い
う
点
に
お
い
て
効
果
的
で

あ
る
と
い
う
｡
(
※
-
)

タ
ウ
ン
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
の
究
極
の
目
的
の
ひ
と
つ

は
､
ま
ち
の
将
来
像
を
考
え
る
こ
と
で
あ
る
｡
そ
の

た
め
に
は
､
過
去
か
ら
未
来
へ
の
向
か
う
時
間
制
で

ま
ち
を
と
､
?
え
､
で
き
る
だ
け
正
確
な
地
域
の
自
然

や
歴
史
な
ど
を
字
び
､
そ
の
上
で
論
理
的
に
想
像
力

働
か
せ
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
｡
(
※
1
)

3
､
｢
登
山
史
見
て
歩
き
隊
｣
　
に
つ
い
て

大
町
市
で
は
　
〟
山
岳
文
化
の
発
展
と
創
造
を
め
ざ

し
て
､
大
町
市
を
自
然
と
人
と
が
共
存
す
る
〟
ま
ち

づ
く
り
を
め
ざ
し
､
平
成
上
州
年
に
　
｢
両
店
文
化
都

市
｣
を
宣
言
し
た
｡
山
岳
文
化
部
巾
と
し
て
の
魅
力

を
さ
ら
に
高
め
る
と
と
も
に
､
そ
の
拠
点
施
設
の
ひ

と
つ
で
あ
る
山
岳
博
物
館
の
地
域
に
お
け
る
機
能
･

役
割
の
さ
ら
な
る
向
上
が
求
め
､
ら
れ
て
い
る
｡

そ
こ
で
､
巾
肉
に
擦
る
鷺
山
史
な
ど
北
ア
ル
プ
ス

の
向
丘
…
文
化
に
ゆ
か
り
の
あ
る
場
所
を
出
店
文
化

史
跡
〟
と
称
し
､
名
両
店
文
化
史
跡
を
訪
ね
る
タ
ウ

ン
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
と
し
て
　
｢
大
町
両
国
の
山
岳
文
化

史
跡
探
訪
登
山
吏
見
て
歩
き
隊
｣
を
辛
成
上
八
年

叩
～
八
月
の
毎
月
第
回
日
曜
日
(
巳
月
の
み
第
五
日

醍
)
　
に
開
催
し
た
｡
こ
こ
で
は
参
加
者
を
　
〟
登
山
史

見
て
易
さ
隊
隊
員
〟
　
に
任
命
し
､
山
岳
文
化
史
跡
の

各
所
を
歩
い
て
訪
ね
な
が
ら
自
分
の
口
で
見
て
巡
っ

て
い
た
だ
い
た
｡
川
に
ま
つ
わ
る
地
域
の
歴
史
に
少

し
で
も
興
味
を
持
っ
て
も
ら
い
､
当
用
丘
･
]
文
化
都
直
〟

と
し
て
の
大
町
直
を
再
認
識
し
て
も
､
う
え
れ
ば
と
の

考
え
か
ら
の
企
画
で
あ
っ
た
｡

対
象
は
小
字
生
以
上
の
一
般
の
方
で
､
参
加
費
は

無
料
｡
毎
回
､
お
お
む
ね
午
前
上
崎
か
ら
午
後
三
時

ま
で
の
約
半
口
､
柾
食
を
は
さ
み
な
が
ら
大
町
車
内

の
各
地
域
を
歩
い
て
巡
っ
た
｡
全
五
回
の
連
続
企
画

だ
が
､
一
同
ご
と
で
も
参
加
で
き
る
内
容
で
開
催
し

た
｡
各
回
の
概
要
は
次
の
通
り
で
あ
る
｡
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パネル展の展示風景
全回終了後､参加者と学芸員が記録をまとめ､館内でパネル展を行っ
て来館者に紹介した

■
第
一
回
四
月
二
十
三
日
(
H
)

登
山
史
見
て
歩
き
隊
①
市
街
地
編

･
探
訪
地
域
　
大
町
市
街
地
～
常
盤
泉
仏
崎
地
区

･
行
程
　
※
時
間
は
お
お
よ
そ
の
予
定

信
濃
大
町
駅
前
発
一
〇
‥
○
○

大
町
運
動
公
園
清
　
二
　
三
〇

(
昼
食
　
～
一
二
二
五
)

仏
崎
観
音
寺
着
一
三
‥
0
0

高
根
公
民
館
精
一
囲
‥
○
○
(
休
憩
)

信
濃
大
町
駅
前
清
一
五
‥
〇
〇

･
探
訪
困
容
(
場
所
一

①
高
瀬
慎
太
郎
の
歌
碑
(
仁
科
町
･
信
濃
大
町
駅

前
)
　
②
中
部
山
岳
鳩
協
会
跡
(
仁
科
町
)
　
③
八

日
町
周
辺
の
今
昔
(
八
日
町
･
判
同
館
跡
な
ど
)

④
阿
南
の
全
校
登
山
(
南
原
町
･
大
町
高
校
)

⑤
槇
有
恒
の
再
疎
開
先
(
常
盤
泉
仏
崎
･
降
旗
家

宅
)
　
⑥
巾
の
伝
説
･
泉
小
太
郎
(
常
盤
泉
仏
崎
･

仏
崎
観
音
寺
)
　
⑦
渡
過
敏
の
記
恩
碑
(
北
原
町
･

大
町
晒
小
学
校
)
　
⑧
山
の
伝
説
･
山
姥
(
上
伸
町
･

南
野
屋
前
席
)

S
第
二
回
　
五
月
一
-
十
八
日
(
〓
)

※
当
日
は
雨
天
の
た
め
博
物
館
因
で
別
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
て
開
催

登
山
史
見
て
歩
き
隊
②
平
編

･
探
訪
地
域
　
大
町
温
泉
郷
～
平
野
日
地
区

行
程
　
※
時
間
は
お
お
よ
そ
の
予
定

大
町
温
泉
郷
発
一
〇
‥
○
○

上
原
遺
跡
着
一
〇
∵
二
〇

両
の
裾
前
　
二
　
一
五

両
正
院
店
一
一
　
三
〇

(

桂

食

　

～

一

二

　

一

五

)

野
口
本
村
大
宮
細
明
社
着

北
條
屋
敷
溜
池
着
一
門

大
町
温
泉
郷
着
一
五
‥

･
探
訪
内
容
(
場
所
)

①
上
原
遺
跡
の
ス
ト
ー
ン
サ
ー
ク
ル
(
乎
上
原
)

②
山
の
神
(
乎
大
出
)
　
③
西
正
院
の
大
姥
等
像

(
平
大
出
)
　
④
遠
山
品
石
衛
門
の
生
家
(
平
大
出
)

⑤
飯
嶋
家
と
信
越
連
帯
新
道
(
平
野
口
)
　
⑥
信

越
連
帯
新
道
の
信
州
側
出
発
点
･
野
口
本
村
大
宮

神
明
社
(
平
野
H
)

8
第
三
回
　
六
月
二
十
五
日
(
日
)

登
山
史
見
て
歩
き
隊
③
鷹
狩
山
編

･
探
訪
地
域
　
大
町
山
高
博
物
館
～
鵬
狩
川

･
行
程
　
※
時
間
は
お
お
よ
そ
の
予
定

大
町
山
岳
博
物
館
発
一
〇
‥
〇
〇

三
峯
神
社
着
一
〇
二
五

(
付
属
園
上
部
か
ら
林
道
経
由
)

田
山
の
千
村
駐
車
場
清
一
一
‥
○
○

霊
松
寺
分
岐
清
　
二
‥
一
五

乗
越
峠
分
岐
　
二
‥
四
五

倍
花
見
湿
原
分
岐
盾
一
二
二
五

鵬
狩
出
山
頂
窟
一
一
‥
囲
五

(
糧
食
　
～
一
三
　
三
〇
)

姥
池
霜
一
因
‥
○
○

大
町
山
岳
博
物
館
盾
一
五
‥
〇
〇

･
探
訪
内
容
(
場
所
)

①
大
町
山
冨
博
物
館
(
裾
栄
町
)
　
②
長
野
県
向

丘
…
総
合
セ
ン
タ
ー
(
神
栄
町
)
　
③
山
岳
博
物
館

か
ら
見
え
る
雪
形
(
神
栄
町
･
同
店
博
物
館
)

④
三
峯
神
社
(
神
栄
町
･
付
属
固
)
　
⑤
東
山
ス

キ
ー
場
跡
(
神
栄
町
･
付
属
園
)
　
⑥
両
の
伝
説
･

山
姥
(
神
栄
町
八
坂
･
鵬
狩
出
姥
池
金
比
羅

神
社
)

8
第
四
回
　
七
月
二
十
日
(
H
)

登
山
史
見
て
少
き
隊
④
高
瀬
大
綱

･
探
訪
地
域
　
高
瀬
川
テ
ブ
コ
館
⊥
‥
間
瀬
ダ
ム

･
行
程
　
※
時
間
は
お
お
よ
そ
の
予
定

高
瀬
川
テ
ブ
コ
館
発
一
〇
‥
0
0

※
午
前
中
は
テ
ブ
コ
館
の
無
料
見
学
バ
ス
に
乗
っ

て
見
学

高
瀬
ダ
ム
窟
一
〇
‥
三
五

新
高
瀬
川
発
彊
所
着
　
二
　
一
〇

高
瀬
川
テ
ブ
コ
締
着
一
二
‥
○
○

※
午
後
は
市
役
所
の
車
に
乗
っ
て
見
学

大
町
ダ
ム
管
理
所
駐
車
場
着
　
二
一
二
〇

(
昼
食
･
ダ
ム
堰
墳
付
近
見
字
～
二
三
一
五
)

尾
入
沢
大
橋
着
一
三
　
二
〇

仙
人
岩
窟
一
三
‥
四
五

葛
温
泉
着
一
因
∵
二
〇

高
瀬
川
テ
ブ
コ
館
着
一
五
‥
〇
〇

･
探
訪
内
容
(
場
所
)

①
高
瀬
川
窪
源
開
発
(
乎
高
瀬
人
･
高
瀬
ダ
ム

七
倉
ダ
ム
大
町
ダ
ム
)
　
②
高
瀬
ダ
ム
か
ら
見
え

る
唐
沢
再
幕
岩
(
辛
‥
間
瀬
入
･
高
瀬
ダ
ム
)
　
③

山
の
伝
説
･
泉
小
太
郎
(
平
高
瀬
入
･
尾
入
沢
)

④
山
の
伝
説
･
八
両
大
王
(
当
局
瀬
入
･
仙
人
岩
)

⑤
葛
温
泉
(
平
葛
温
泉
)
　
⑥
温
泉
街
と
松
浦
明

(
辛
葛
温
泉
･
高
瀬
館
)
　
⑦
向
の
伝
説
･
佐
々
成

政
の
さ
ら
さ
ら
越
え
(
当
高
瀬
人
･
嶋
崎
周
辺
一

⑧
高
瀬
人
の
地
名
あ
れ
こ
れ
(
辛
高
瀬
人
周
辺
)

8
第
五
回
　
八
月
二
七
日
(
∩
)

登
山
史
見
て
歩
き
隊
⑤
仁
科
三
浦
繍

･
探
訪
地
域
　
木
崎
湖

行
程
　
※
時
間
は
お
お
よ
そ
の
予
定

ゆ
-
ぶ
る
木
崎
湖
発
一
〇
‥
○
○

仁
科
神
社
(
森
城
跡
)
茄
一
〇
二
五

士
諏
訪
神
社
稿
　
二
　
∵
-
○

(

桂

食

　

～

一

一

三

〇

一

海

口

魔

窟

一

‥

四

五

稲
尾
工
区
竣
工
記
念
碑
肩
一
　
二
一
〇

(
休
憩
)

夏
期
大
学
人
山
下
着
一
四
‥
0
0

ゆ
-
ぶ
る
木
崎
湖
着
一
四
‥
三
〇

･
探
訪
内
容
(
場
所
)

①
山
の
伝
説
･
ダ
イ
ダ
ラ
ボ
ッ
チ
(
平
･
木
崎
湖
)

②
湖
畔
の
椿
と
山
岳
画
家
･
茨
木
猪
之
詰
(
平
簗

場
･
旧
和
泉
屋
跡
)
　
③
松
沢
貞
逸
の
墓
碑
(
辛

濁
の
口
)
　
④
深
田
久
弥
が
見
た
鹿
島
檎
ケ
丘
…
(
辛

稲
尾
)

毎
回
､
探
訪
地
域
の
山
車
文
化
史
跡
を
解
説
し
た

資
料
を
参
加
者
に
配
布
し
､
見
て
歩
く
際
の
参
考
と

し
て
い
た
だ
い
た
(
配
布
資
科
の
困
容
は
向
丘
…
博
物

館
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
閲
覧
可
能
)
｡
ま
た
､
参
加

者
に
は
カ
メ
ラ
や
ビ
デ
オ
な
ど
の
記
録
機
鵜
を
持
参

し
て
も
ら
い
､
各
日
が
興
味
を
持
っ
た
部
分
な
ど
を

記
録
し
て
い
た
だ
い
た
｡
こ
れ
は
､
連
れ
て
行
っ

て
も
ら
っ
て
い
る
〟
　
の
で
は
な
く
､
〝
自
分
も
登
山

史
見
て
易
さ
隊
の
隊
員
の
ひ
と
り
と
し
て
率
先
し
て
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参
加
し
て
い
る
〟
　
と
い
う
意
識
を
持
っ
て
も
､
ら
う
た

め
で
､
全
回
終
了
後
に
開
催
し
た
パ
ネ
ル
展
示
で
｢
隊

員
お
す
す
め
史
跡
の
紹
介
｣
と
い
う
コ
ー
ナ
ー
を
設

け
､
印
象
に
残
っ
た
り
新
た
な
発
見
を
し
た
り
し
た

探
訪
場
所
を
参
加
者
自
身
に
紹
介
し
て
い
た
だ
い
た
｡

4
､
ま
と
め
に
か
え
て

-
ま
ち
づ
く
り
に
お
け
る
可
能
性
と
課
題
-

現
在
､
大
町
市
に
は
年
間
約
二
八
〇
万
人
の
観

光
客
が
訪
れ
て
い
る
が
､
一
〇
年
間
ほ
ど
前
と
比
較

す
る
と
約
一
二
〇
万
人
の
減
少
と
な
っ
て
い
る
｡
過

去
一
〇
年
間
に
お
け
る
観
光
客
数
の
年
次
推
移
を
観

光
地
別
に
見
る
と
､
黒
部
ダ
ム
や
市
内
ス
キ
ー
場
で

減
少
が
目
立
ち
､
仁
科
三
湖
で
飛
躍
的
に
増
加
を
見

せ
て
い
る
｡
一
方
､
市
街
地
･
東
山
で
は
減
少
傾
向

に
あ
る
も
の
の
大
き
な
減
少
は
見
ち
れ
な
い
｡
(
※

2
､
3
)

で
は
､
こ
の
市
街
地
･
東
山
は
ひ
と
つ
の
観
光

エ
リ
ア
と
し
て
安
定
し
た
観
光
客
の
入
り
込
み
を
見

込
め
る
地
域
で
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
か
｡
旅
行

エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
の
評
価
で
は
｢
信
濃
大
町
駅
か
,
ら
､

立
山
黒
部
ア
ル
ペ
ン
ル
ー
ト
の
宿
泊
地
と
な
る
大
町

温
泉
郷
ま
で
､
バ
ス
で
送
客
す
る
こ
と
に
な
る
が
､

そ
の
周
辺
の
魅
力
が
乏
し
い
｣
と
の
意
見
も
あ
る
(
※

4)｡今
後
､
山
岳
博
物
館
を
含
め
た
市
街
地
･
東
山
地

域
の
魅
力
を
さ
ら
に
高
め
る
た
め
に
は
､
街
並
み
や

施
設
･
道
路
な
ど
の
整
備
と
い
っ
た
ハ
ー
ド
面
で
の

対
策
も
必
要
だ
が
､
観
光
客
が
地
域
特
有
の
文
化
や

景
観
､
自
然
環
境
な
ど
に
ふ
れ
な
が
ら
〟
歩
い
て
楽

し
い
〟
と
実
感
で
き
る
よ
う
な
魅
力
を
提
供
で
き
る

ソ
フ
ト
面
で
の
取
り
組
み
も
お
お
い
に
必
要
と
考
え

る
｡

一
方
､
市
民
か
ら
も
総
合
的
な
観
光
行
政
に
対
す

る
ニ
ー
ズ
は
高
く
､
具
体
化
が
望
ま
れ
て
い
る
｡
こ

れ
は
市
民
を
対
象
に
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
に
お
い
て
､

｢
農
業
や
商
業
と
連
携
し
た
総
合
的
な
観
光
行
政
の

推
進
｣
　
に
つ
い
て
　
｢
効
果
が
見
え
な
い
｣
と
の
回
答

が
半
数
を
占
め
て
い
る
(
※
5
)
　
こ
と
や
､
今
後
の

観
光
の
あ
り
方
に
つ
い
て
｢
観
光
資
源
の
見
直
し
と

そ
の
整
備
に
よ
っ
て
観
光
振
興
を
｣
と
い
う
声
が
強

か
っ
た
(
※
6
)
　
こ
と
か
ら
も
う
か
が
え
る
｡

今
回
､
博
物
館
の
教
育
普
及
事
業
と
し
て
行
っ
た

｢
登
山
史
見
て
歩
き
隊
｣
　
は
､
地
域
の
歴
史
･
文
化

を
再
発
見
す
る
タ
ウ
ン
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
と
し
て
､
ま

ち
づ
く
り
に
も
生
か
せ
る
可
能
性
を
も
っ
た
事
業
の

ひ
と
つ
で
は
な
い
か
と
考
え
る
｡

大
町
市
に
は
地
域
の
歴
史
や
民
俗
を
伝
え
る
地
域

特
有
の
有
形
･
無
形
の
文
化
遺
産
が
多
数
あ
る
｡
山

岳
博
物
館
を
含
め
た
教
育
委
員
会
の
各
担
当
部
署
に

は
､
そ
れ
ら
に
関
す
る
学
術
的
な
調
査
研
究
､
あ
る

い
は
一
般
へ
の
教
育
普
及
を
目
的
と
し
た
さ
ま
ざ
ま

な
情
報
が
蓄
積
さ
れ
て
い
る
｡
市
内
の
文
化
遺
産
を

観
光
資
源
と
と
ら
え
､
既
存
の
情
報
を
積
極
的
に
観

光
へ
活
用
で
き
れ
ば
､
観
光
客
に
対
し
て
大
町
市
と

い
う
地
域
を
よ
り
深
く
理
解
し
な
が
ち
さ
ら
に
楽
し

ん
で
い
た
だ
く
機
会
を
提
供
で
き
る
｡
ま
た
､
市
民

に
対
し
て
も
､
あ
ら
た
め
て
地
域
の
歴
史
や
文
化
を

見
直
す
き
っ
か
け
と
な
っ
て
い
た
だ
け
る
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
｡

こ
う
し
た
取
り
組
み
を
実
現
さ
せ
て
い
-
に
は
､

も
ち
ろ
ん
行
政
だ
け
で
は
な
く
､
団
体
･
個
人
を
問

わ
ず
に
市
民
の
方
々
か
ら
も
広
-
協
力
を
募
り
､
共

同
で
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
｡
今
後
の
課
題
と
し

て
､
そ
う
し
た
組
織
･
体
系
づ
-
り
を
地
域
全
体
で

検
討
し
て
進
め
て
い
-
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
｡

(
市
立
大
町
山
岳
博
物
館
学
芸
員
)

一
参
考
文
献
】

※
-
現
代
G
P
教
材
『
タ
ウ
ン
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
理
論
と

実
践
』
　
高
崎
経
済
大
学
地
域
政
策
学
部
･
特
定
非

営
利
活
動
法
人
N
P
O
ぐ
ん
ま
､
二
〇
〇
五
)

※
2
　
大
町
市
役
所
編
『
大
町
市
統
計
要
覧
二
〇
〇
些
天

町
市
役
所
､
二
〇
〇
五
)

※
3
　
大
町
市
役
所
編
『
大
町
市
統
計
要
覧
二
〇
〇
五
二
大

町
市
役
所
､
二
〇
〇
六
)

※
4
　
『
安
曇
野
北
部
地
域
振
興
計
画
策
定
調
査
報
告
書

(
中
間
報
告
)
』
　
(
財
団
法
人
中
部
産
業
活
性
化
セ
ン

タ
ー
､
二
〇
〇
三
)

※
5
　
大
町
市
総
務
部
企
画
財
政
課
編
『
第
一
回
大
町
市
行

政
サ
ー
ビ
ス
に
対
す
る
重
要
度
と
満
足
度
に
関
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
報
告
書
』
　
(
大
町
市
､
二
〇
〇
三
)

※
6
　
大
町
再
編
『
合
併
後
の
大
町
市
の
ま
ち
づ
く
り
に
あ

な
た
の
声
を
第
七
回
市
民
意
識
調
査
結
果
公
表
酋
』

(
大
町
市
､
二
〇
〇
六
)

バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
の
お
知
ら
せ

次
の
巻
号
の
『
山
と
博
物
館
』
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
が
あ
り

ま
す
｡
こ
こ
で
紹
介
し
た
各
号
収
録
の
題
名
･
著
者
は
主
な

も
の
で
す
の
で
､
詳
細
に
つ
い
て
は
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
｡

(
『
山
と
博
物
館
』
編
集
部
)

▽
第
四
八
巻
一
一
号
(
平
成
十
五
年
十
一
月
)

蓮
華
岳
の
｢
貴
重
な
薬
草
｣
と
は
　
　
　
　
　
関
　
悟
志

歴
史
史
料
か
ら
み
た

佐
々
成
政
の
厳
冬
期
北
ア
ル
プ
ス
越
え

-
極
川
村
標
葉
文
書
を
中
心
に
し
て
(
補
遺
)
-荒

井
今
朝
一

▽
第
四
八
巻
一
二
号
(
平
成
十
五
年
二
一
月
)

ニ
ホ
ン
カ
モ
シ
カ
の
名
前
が
決
ま
り
ま
し
た

山
岳
博
物
館

ニ
ホ
ン
カ
モ
シ
カ
の
歯
周
病
　
子
安
和
弘
･
夏
目
明
香

▽
第
四
九
巻
一
号
(
平
成
十
六
年
一
月
)

黒

部

丸

山

東

壁

と

雪

崩

　

　

　

　

　

　

　

　

柳

澤

昭

夫

サ
サ
ユ
リ
は
ス
ズ
メ
ガ
媒
植
物
[
:
　
　
　
　
千
葉
悟
志

▽
第
四
九
巻
二
号
(
平
成
十
六
年
二
月
)

｢
山
博
お
も
し
ろ
ミ
ニ
ゼ
､
､
＼
｣
の
ひ
と
つ
を
担
当
し
て

宮
野
典
夫

大
町
登
山
案
内
者
組
合
の
は
じ
ま
り
(
前
)

歌
に
読
む
百
瀬
慎
太
郎
の
心
情
(
鍾
)

▽
第
四
九
を
四
号
(
平
成
十
六
年
四
月
)

フ
ク
ジ
ュ
ソ
ウ
(
長
野
県
準
絶
滅
危
惧
)

大
町
登
山
案
内
者
組
合
の
は
じ
ま
り
(
徳
)

関
　
憎
志

峯
村
　
隆

千
葉
悟
志

関
　
悟
志

▽
第
四
九
巻
吾
三
平
成
十
六
年
五
月
一

雪
形
｢
種
ま
き
爺
さ
ん
｣
定
点
撮
影

雪
形
の
魅
力
と
可
能
性
(
前
)

▽
第
四
九
巻
六
号
(
平
成
十
六
年
六
月
)

全
国
雪
形
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

雪
形
の
魅
力
と
可
能
性
(
徳
)

▽
第
四
九
巻
七
号
(
平
成
十
六
年
七
月
)

森
下
恭
写
真
展
の
開
催

大
い
な
る
黒
部

▽
第
四
九
巻
八
号
(
平
成
十
六
年
八
月
)

夏
山
の
思
い
出

安
曇
野
の
オ
オ
ル
リ
シ
ジ
､
､
＼

▽
第
四
九
巻
九
号
(
平
成
十
六
年
九
月
)

企
画
展
｢
山
岳
映
画
誕
生
｣
の
開
催

関
　
悟
志

納
口
恭
明

大
町
山
岳
博
物
館

納
口
恭
明

山
岳
博
物
館

森
下
　
恭

井
口
ま
り

丸
山
　
潔

大
町
山
岳
博
物
館

趣
味
の
登
山
が
ア
ル
ビ
ニ
ズ
ム
を
超
え
た
と
き

-
伊
藤
孝
一
没
後
五
十
年
に
-
(
前
)

布
川
欣
一

(
敬
称
略
)

バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
の
請
求
方
法

右
記
に
ご
希
望
の
巻
号
が
あ
り
ま
し
た
主
､
一
部
一
〇
〇

円
に
て
販
売
い
た
し
ま
す
｡

博
物
館
窓
口
で
直
接
お
買
い
求
め
い
た
だ
-
か
､
巻
号
･

部
数
を
明
記
の
上
､
現
金
書
留
か
口
座
振
替
で
大
町
山
岳
博

物
館
苑
代
金
を
ご
送
金
く
だ
さ
い
｡

ご
入
金
を
確
認
次
第
､
ご
希
望
の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
を
お

送
り
い
た
し
ま
す
(
送
料
当
方
負
担
)
｡

歌
に
読
む
百
瀬
慎
太
郎
の
心
情
(
前
)

▽
第
四
九
巻
三
号
(
平
成
十
六
年
三
月
)

親
子
探
鳥
会
｢
よ
う
こ
そ
水
鳥
｣

山
と
博
物
館
　
第
5
2
巻
　
第
2
号

二
〇
〇
七
年
二
月
二
十
五
日
発
行

〒
醐
長
野
県
i
4
.
i
.
計
か
町
八
〇
五
六
l

0
0
市
　
立
　
大
　
町
　
山
　
岳
　
博
　
物
　
館

T

E

L

　

〇

二

六

一

-

二

二

-

〇

二

一

一

F

A

X

　

〇

二

六

一

-

二

一

-

二

一

三

三

E
I
∋
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s
a
つ
p
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u
⑤
c
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〔
y
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C
h
i
つ
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g
a
つ
e
j
p

U
R
L
･
h
t
t
p
･
J
J
w
w
w
c
i
t
y
.
o
m
a
c
h
L
n
a
g
a
n
O
J
P
J
S
a
n
P
a
k
u
J

㈱

　

奥

　

村

　

印

　

刷

年
額
一
､
五
〇
〇
円
(
送
料
含
む
)
(
切
手
不
可
)

郵
便
振
替
口
座
番
号
〇
〇
五
四
〇
-
七
-
一
三
二
九
三


